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薬
剤
師
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

薬
剤
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
の
二
中
「
薬
剤
師
が
、
処
方
せ
ん
中
に
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
及
び
処
方
せ
ん

中
に
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
処
方
せ
ん
を
交
付
し
た
医
師
又
は
歯
科
医
師
に
問
い
合
わ
せ
て
、
そ
の
疑
わ

し
い
点
を
確
か
め
る
こ
と
」
を
「
次
に
掲
げ
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

薬
剤
師
が
、
処
方
せ
ん
中
に
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
業
務
及
び
処
方
せ
ん
中
に
疑
わ
し
い

点
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
処
方
せ
ん
を
交
付
し
た
医
師
又
は
歯
科
医
師
に
問
い
合
わ
せ
て
、
そ
の
疑
わ
し
い
点
を

確
か
め
る
業
務

二

薬
剤
師
が
、
処
方
せ
ん
を
交
付
し
た
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
同
意
を
得
て
、
当
該
処
方
せ
ん
に
記
載
さ
れ
た
医

薬
品
の
数
量
を
減
ら
し
て
調
剤
す
る
業
務
（
調
剤
さ
れ
た
薬
剤
の
全
部
若
し
く
は
一
部
が
不
潔
に
な
り
、
若
し
く

は
変
質
若
し
く
は
変
敗
す
る
お
そ
れ
、
調
剤
さ
れ
た
薬
剤
に
異
物
が
混
入
し
、
若
し
く
は
付
着
す
る
お
そ
れ
又
は

調
剤
さ
れ
た
薬
剤
が
病
原
微
生
物
そ
の
他
疾
病
の
原
因
と
な
る
も
の
に
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
場
合
に
限

る
。）

第
十
三
条
の
三
第
一
号
中
「
災
害
」
の
下
に
「
そ
の
他
特
殊
の
事
由
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

４

請
負
に
よ
る
建
設
の
事
業
（
規
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
賃
金
総
額
を
算
定
す
る
も
の
に
限
り
、
法
第
七
条
の

規
定
に
よ
り
一
の
事
業
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
っ
て
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以

前
に
労
働
者
災
害
補
償
保
険
に
係
る
保
険
関
係
が
消
滅
し
た
も
の
に
つ
い
て
の
一
般
保
険
料
に
係
る
確
定
保
険
料
の

額
の
算
定
に
際
し
用
い
る
賃
金
総
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５

請
負
に
よ
る
建
設
の
事
業
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
労
働
者
災
害
補
償
保
険
に
係
る
保
険
関
係
が

成
立
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
前
に
当
該
保
険
関
係
が
成
立
し
た
も
の（
次
項
に
お
い
て「
特

定
建
設
事
業
」
と
い
う
。）に
係
る
請
負
金
額
が
同
日
以
後
に
増
額
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
事
業
に
つ
い
て
の
一

般
保
険
料
に
係
る
確
定
保
険
料
の
額
の
算
定
に
際
し
用
い
る
賃
金
総
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改

正
後
の
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
附
則
第
一
条
の
二
中「「
請
負
金
額
に
百
八
分
の
百

五
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。）」」と
あ
る
の
は「「
請

負
金
額
か
ら
、
平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
以
後
に
増
額
さ
れ
た
額
に
百
八
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
る
。）を
減
じ
た
額
」」と
す
る
。

６

前
項
に
規
定
す
る
場
合
以
外
の
場
合
に
お
け
る
特
定
建
設
事
業
に
つ
い
て
の
一
般
保
険
料
に
係
る
確
定
保
険
料
の

額
の
算
定
に
際
し
用
い
る
賃
金
総
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
又
は
船
舶
」
を
「
若
し
く
は
船
舶
」
に
改
め
、「
天
井
等
」
の
下
に
「
又
は
当
該
建
築
物
若
し
く

は
船
舶
に
設
置
さ
れ
た
工
作
物
」
を
、「
に
吹
き
付
け
ら
れ
た
石
綿
等
」
の
下
に
「
又
は
張
り
付
け
ら
れ
た
保
温
材
、
耐

火
被
覆
材
等
」
を
加
え
、「
そ
の
粉
じ
ん
を
」
を
「
石
綿
等
の
粉
じ
ん
を
」
に
、「
当
該
石
綿
等
」
を
「
当
該
吹
き
付
け
ら

れ
た
石
綿
等
又
は
保
温
材
、
耐
火
被
覆
材
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
船
舶
」
を
「
若
し
く
は
船
舶
」
に
改

〇
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
九
号

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四

十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
一
条
の
三
を
附
則
第
一
条
の
四
と
し
、
附
則
第
一
条
の
二
を
附
則
第
一
条
の
三
と
し
、
附
則
第
一
条
の
次
に

次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
賃
金
総
額
の
特
例
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
一
条
の
二

請
負
に
よ
る
建
設
の
事
業
に
つ
い
て
の
一
般
保
険
料
の
額
の
算
定
に
際
し
用
い
る
賃
金
総
額
の
算
定
に

つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
第
十
三
条
第
一
項
中
「
請
負
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
請
負
金
額
に
百
八
分
の
百
五
を
乗
じ
て

得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。）」
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

請
負
に
よ
る
建
設
の
事
業
（
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
第
四
項
に
お
い
て
「
規

則
」
と
い
う
。）第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
賃
金
総
額
を
算
定
す
る
も
の
に
限
る
。）で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
の

際
現
に
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
第
四
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。）第
七
条
の
規
定
に
よ

り
一
の
事
業
と
み
な
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
の
平
成
二
十
五
年
度
の
一
般
保
険
料
に
係
る
確
定
保
険
料
の
額
の

算
定
に
際
し
用
い
る
賃
金
総
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

前
項
に
規
定
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、
平
成
二
十
六
年
度
に
使
用
す
る
全
て
の
労
働
者
に
係
る
賃
金
総
額
の
見
込
額

が
平
成
二
十
五
年
度
に
使
用
し
た
全
て
の
労
働
者
に
係
る
賃
金
総
額
の
百
分
の
五
十
以
上
百
分
の
二
百
以
下
で
あ
る

も
の
に
つ
い
て
の
平
成
二
十
六
年
度
の
一
般
保
険
料
に
係
る
概
算
保
険
料
の
額
の
算
定
に
際
し
用
い
る
賃
金
総
額
の

算
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
号

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
六
条
、
第
五
十
九
条
第
三

項
、
第
百
条
第
一
項
及
び
第
百
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
石
綿
障
害
予
防
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

石
綿
障
害
予
防
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

石
綿
障
害
予
防
規
則
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
石
綿
等
が
吹
き
付
け
ら
れ
た
」
を
「
労
働
者
が
石
綿
等
に
ば
く
露
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
吹
き
付
け
ら
れ
た
」
を
削
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
以
下
同
じ
。」を
削
り
、「（
耐
火
性
能
を
有
す
る
被
覆
材
を
い
う
。）等
」
の
下
に「（
以
下

単
に
「
保
温
材
、
耐
火
被
覆
材
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
作
業
」
の
下
に「（
保
温
材
、
耐
火
被
覆

材
等
の
封
じ
込
め
又
は
囲
い
込
み
の
作
業
に
あ
っ
て
は
、
石
綿
等
の
粉
じ
ん
を
著
し
く
発
散
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

に
限
る
。
以
下
次
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
六
条
第
二
項
第
二
号
中
「
の
排
気
」
を
削
り
、「
使
用
す
る
こ
と
」
を
「
設
け
、
排
気
を
行
う
こ
と
」
に
改
め
、
同

項
第
三
号
及
び
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

石
綿
等
の
除
去
等
を
行
う
作
業
場
所
の
出
入
口
に
前
室
、
洗
身
室
及
び
更
衣
室
を
設
置
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の

室
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
石
綿
等
の
除
去
等
を
行
う
作
業
場
所
か
ら
労
働
者
が
退
出
す
る
と
き
に
、
前
室
、
洗

身
室
及
び
更
衣
室
を
こ
れ
ら
の
順
に
通
過
す
る
よ
う
に
互
い
に
連
接
さ
せ
る
こ
と
。

四

石
綿
等
の
除
去
等
を
行
う
作
業
場
所
及
び
前
号
の
前
室
を
負
圧
に
保
つ
こ
と
。

第
六
条
第
二
項
第
四
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

五

第
一
号
の
規
定
に
よ
り
隔
離
を
行
っ
た
作
業
場
所
に
お
い
て
初
め
て
前
項
各
号
に
掲
げ
る
作
業
を
行
う
場
合
に

は
、
当
該
作
業
を
開
始
し
た
後
速
や
か
に
、
第
二
号
の
ろ
過
集
じ
ん
方
式
の
集
じ
ん
・
排
気
装
置
の
排
気
口
か
ら

の
石
綿
等
の
漏
え
い
の
有
無
を
点
検
す
る
こ
と
。

六

そ
の
日
の
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
第
三
号
の
前
室
が
負
圧
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
点
検
す
る
こ
と
。

七

前
二
号
の
点
検
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
前
項
各
号
に
掲
げ
る
作
業
を
中

止
し
、
ろ
過
集
じ
ん
方
式
の
集
じ
ん
・
排
気
装
置
の
補
修
又
は
増
設
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

第
六
条
第
三
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
」
を
削
る
。

第
七
条
の
見
出
し
中
「
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
第
二
号
中
「
除
く
。」を
「
除
き
、
保

温
材
、
耐
火
被
覆
材
等
の
囲
い
込
み
の
作
業
に
あ
っ
て
は
、
石
綿
等
の
粉
じ
ん
を
著
し
く
発
散
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も

の
に
限
る
。」に
改
め
る
。

第
二
章
第
二
節
の
節
名
中
「
石
綿
等
が
吹
き
付
け
ら
れ
た
」
を「
労
働
者
が
石
綿
等
に
ば
く
露
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
」

に
改
め
る
。
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